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「あれってもしかしてウチの高
校ののタカ杉？」
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「あの頃と変わってなかった。 
変わったのは私の方かな」
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大学の授業風。居眠りをする者、
パソコンやスマホを見る者、おし
ゃべりをする者。 
瑤子(独)「いつもより前に座って
みた. 
教授の声も、黒板の文字も、少し
新鮮に感じた」 

瑤子は真面目にノートを取ってい
る。 

授業が始まっている中、遅刻して
入ってきた菜緒が瑤子の横に体を
ぶつけてきながら座る。 

そして小声で、 
菜緒「おはよう！」 
瑤子はちょっと反応するが、返事
をせずに直ぐに前を向く、 
菜緒は少し不満そうに、 
菜緒「何それ、ねえねえ、帰りに
駅前にできたパフェ食べに行かな
い？」 
瑤子はちょっと迷って、 
瑤子「うん、ゴメン。ちょっと図
書館で調べものしたいから」 
菜緒は瑤子のノートを覗き込む、 
瑤子は少し慌ててノートを隠そう
とするが、菜緒に見られてしま
う。 

菜緒「なあに、今日からむしゃ
むしゃって？何食べるの？」 
瑤子少し恥ずかしそうに、でも
少し声を出して、 
瑤子「違うって！」 
菜緒は瑤子の反応に驚きながら
も、直ぐにもノートを出して授
業を聞き始める。 
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